
(57)【要約】

　オートバイ（１００）の事故防止用ヘルメット（１）

に対する安全システムであって、事故防止用ヘルメット

（１）内に設置され、電波を介して（無線で）制御装置

と通信を行う安全システム（１０）を備え、制御装置は

、オートバイの電源（１２０）と点火システム（１２１

）の間に置かれ、事故防止用ヘルメットの安全装置（１

０）内に設置された無線通信装置（１９）と通信を行う

無線通信装置（１１９）により起動される、通常は開い

ているスイッチ（Ｔ２）を備える。安全装置（１０）は

、ユーザーによる事故防止用ヘルメットの使用を検出す

るように適合され、従って、スイッチ（Ｔ２）を閉じ、

オートバイの点火を可能にするように、事故防止用ヘル

メットの通信システム（１９）を使用可能にして、オー

トバイの通信システム（１１９）と通信するための指令

信号を送るように適合された検出手段（１５、５、１３

、１４）を備える。
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 オ ー ト バ イ （ １ ０ ０ ） の 事 故 防 止 用 ヘ ル メ ッ ト （ １ ） に 対 す る 安 全 シ ス テ ム で あ っ て 、
前 記 事 故 防 止 用 ヘ ル メ ッ ト （ １ ） 内 に 設 置 さ れ 、 前 記 オ ー ト バ イ （ １ ０ ０ ） 内 に 設 置 さ れ
た 制 御 装 置 （ １ １ ０ ） と 電 波 を 介 し て （ 無 線 で ） 通 信 を 行 う 安 全 シ ス テ ム （ １ ０ ） を 備 え
、
　 前 記 制 御 装 置 （ １ １ ０ ） は 、 前 記 オ ー ト バ イ の 電 源 （ １ ２ ０ ） と 点 火 シ ス テ ム （ １ ２ １
） の 間 に 置 か れ 、 前 記 事 故 防 止 用 ヘ ル メ ッ ト の 安 全 装 置 （ １ ０ ） 内 に 設 置 さ れ た 無 線 通 信
装 置 （ １ ９ ） と 通 信 を 行 う 無 線 通 信 装 置 （ １ １ ９ ） に よ り 駆 動 さ れ る 、 通 常 は 開 い て い る
ス イ ッ チ （ Ｔ ２ ） を 備 え 、
　 前 記 安 全 装 置 （ １ ０ ） は 、 ユ ー ザ ー に よ る 前 記 事 故 防 止 用 ヘ ル メ ッ ト の 使 用 を 検 出 す る
よ う に 適 合 さ れ 、 従 っ て 、 前 記 ス イ ッ チ （ Ｔ ２ ） を 閉 じ 、 前 期 オ ー ト バ イ の 点 火 を 可 能 に
す る よ う に 、 前 記 事 故 防 止 用 ヘ ル メ ッ ト の 通 信 シ ス テ ム （ １ ９ ） を 使 用 可 能 に し て 、 前 記
オ ー ト バ イ の 通 信 シ ス テ ム （ １ １ ９ ） と 通 信 す る た め の 指 令 信 号 を 送 る よ う に 適 合 さ れ た
検 出 手 段 （ １ ５ 、 ５ 、 １ ３ 、 １ ４ ） を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 安 全 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 オ ー ト バ イ の 安 全 装 置 （ １ ０ ） は 、 通 常 は 開 い て い る ス イ ッ チ （ Ｔ １ ） を 介 し て 、
前 記 事 故 防 止 用 ヘ ル メ ッ ト の 通 信 シ ス テ ム （ １ ９ ） に 接 続 さ れ る ス マ ー ト カ ー ド リ ー ダ ー
（ １ １ ） を 備 え 、 前 記 ス マ ー ト カ ー ド リ ー ダ ー （ １ １ ） は 、 機 密 コ ー ド が コ ー ド 化 さ れ て
い る ス マ ー ト カ ー ド （ １ ２ ） を 読 み 取 る よ う に 適 合 さ れ て お り 、 前 記 ス イ ッ チ （ Ｔ １ ） は
、 前 記 検 出 手 段 （ １ ５ 、 ５ 、 １ ３ 、 １ ４ ） に よ り 駆 動 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に
記 載 の 安 全 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 検 出 手 段 は 、 ユ ー ザ ー の 頭 が 前 記 事 故 防 止 用 ヘ ル メ ッ ト の 中 に 存 在 す る こ と を 検 出
す る た め に 、 前 記 事 故 防 止 用 ヘ ル メ ッ ト 内 に 配 置 さ れ た 接 触 セ ン サ （ １ ５ ） を 備 え る こ と
を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の 安 全 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 検 出 手 段 は 、 前 記 事 故 防 止 用 ヘ ル メ ッ ト の ス ト ラ ッ プ （ ３ 、 ４ ） を 締 め る た め に 留
め 金 ロ ッ ク （ ６ ） に 挿 入 さ れ る 留 め 金 （ ５ ） を 備 え 、 前 記 留 め 金 （ ５ ） は 、 機 械 的 ス イ ッ
チ （ Ｔ １ ’ 、 Ｔ ３ ） を 起 動 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ か ら ３ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の
安 全 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 検 出 手 段 は 、 前 記 事 故 防 止 用 ヘ ル メ ッ ト の 地 面 か ら の 距 離 を 検 出 す る た め に 、 前 記
事 故 防 止 用 ヘ ル メ ッ ト （ １ ） の 外 側 に 配 置 さ れ た メ ト リ ッ ク セ ン サ （ １ ３ ） を 備 え る こ と
を 特 徴 と す る 請 求 項 １ か ら ４ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 安 全 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 検 出 手 段 は 、 前 記 事 故 防 止 用 ヘ ル メ ッ ト （ １ ） の 外 側 に 配 置 さ れ 、 前 記 事 故 防 止 用
ヘ ル メ ッ ト の 、 前 記 オ ー ト バ イ （ １ ０ ０ ） か ら の 距 離 を 検 出 す る た め に 、 前 記 オ ー ト バ イ
（ １ ０ ０ ） に 設 置 さ れ た 送 信 機 と 通 信 を す る 無 線 セ ン サ （ １ ４ ） を 備 え る こ と を 特 徴 と す
る 請 求 項 １ か ら ５ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 安 全 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 オ ー ト バ イ の 制 御 装 置 （ １ １ ０ ） は 、 前 記 ス マ ー ト カ ー ド （ １ ２ ） が 前 記 事 故 防 止
用 ヘ ル メ ッ ト の 安 全 装 置 の 前 記 リ ー ダ ー （ １ １ ） 内 に は な い と き に 、 オ ー ト バ イ の 点 火 を
可 能 に す る た め に 、 予 備 ス マ ー ト カ ー ド （ １ １ ２ ） を 読 み 込 む よ う に 適 合 さ れ た ス マ ー ト
カ ー ド リ ー ダ ー （ １ １ １ ） を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ か ら ６ の い ず れ か １ 項 に 記
載 の 安 全 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 事 故 防 止 用 ヘ ル メ ッ ト の 通 信 装 置 （ １ ９ ） は 受 動 型 で あ り 、 前 記 オ ー ト バ イ 通 信 装
置 （ １ １ ９ ） は 能 動 型 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ か ら ７ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 安
全 シ ス テ ム 。
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【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 事 故 防 止 用 ヘ ル メ ッ ト の 通 信 装 置 （ １ ９ ） お よ び 前 記 オ ー ト バ イ の 通 信 装 置 （ １ １
９ ） は 、 ２ メ ー ト ル 未 満 の 距 離 に お い て 通 信 す る よ う に 設 定 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求
項 １ か ら ８ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 安 全 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 タ イ マ ー と 共 同 し て 、 前 記 オ ー ト バ イ が 地 面 上 に 、 所 定 の 時 間 期 間 を 超 え て 横 た わ っ て
い る か を 評 価 す る よ う に 適 合 さ れ た 、 前 記 制 御 装 置 （ １ １ ０ ） 内 の 傾 斜 セ ン サ を 備 え る こ
と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ か ら ９ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 安 全 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 前 記 事 故 防 止 用 ヘ ル メ ッ ト が 、 音 楽 リ ー ダ ー か ら 無 線 で 信 号 を 受 信 す る よ う に 構 成 さ れ
て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ か ら １ ０ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 安 全 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 前 記 オ ー ト バ イ の 制 御 装 置 （ １ １ ０ ） は 、
　 電 話 Ｓ Ｉ Ｍ カ ー ド （ １ ３ ７ ） を 使 用 し て 、 Ｓ Ｉ Ｍ カ ー ド リ ー ダ ー （ １ ３ ６ ） に よ り 使 用
可 能 に さ れ る Ｇ Ｓ Ｍ 送 受 信 機 （ １ ３ ４ 、 １ ３ ５ ） と 、
　 前 記 Ｇ Ｓ Ｍ 送 受 信 機 （ １ ３ ４ 、 １ ３ ５ ） に 接 続 さ れ 、 前 記 事 故 防 止 用 ヘ ル メ ッ ト の 安 全
装 置 （ １ ０ ） 内 に 設 置 さ れ 、 前 記 事 故 防 止 用 ヘ ル メ ッ ト （ １ ） 内 に 搭 載 さ れ た マ イ ク ロ フ
ォ ン （ ３ ０ ） と ２ 台 の ス ピ ー カ ー に 接 続 さ れ た 無 線 送 受 信 機 と 、 電 波 に よ り 通 信 を 行 う 無
線 送 受 信 機 （ １ ３ ２ 、 １ ３ ３ ） を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ か ら １ １ の い ず れ か １
項 に 記 載 の 安 全 シ ス テ ム 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 オ ー ト バ イ の 事 故 防 止 用 ヘ ル メ ッ ト の た め の 安 全 シ ス テ ム に 関 す る 。 知 ら れ
て い る よ う に 、 現 在 の 交 通 安 全 に 対 す る 規 制 は 、 オ ー ト バ イ の 使 用 中 は 、 事 故 防 止 用 ヘ ル
メ ッ ト の 着 用 を 義 務 付 け て い る 。 し か し 、 多 く の オ ー ト バ イ の ド ラ イ バ ー は 、 そ の よ う な
規 制 に 違 反 し 続 け て お り 、 オ ー ト バ イ の 乗 車 中 に 事 故 防 止 用 ヘ ル メ ッ ト を 着 用 し て い な い
。
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 他 の 規 制 は 、 オ ー ト バ イ の ド ラ イ バ ー に よ る 携 帯 電 話 の 使 用 を 禁 止 し て い る 。 こ の 場 合
に も ま た 、 多 く の オ ー ト バ イ の ド ラ イ バ ー は そ の よ う な 規 制 に 違 反 し て お り 、 走 行 中 も 携
帯 電 話 を 使 用 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 ユ ー ザ ー に と っ て の 他 の 欠 点 は 、 事 故 防 止 用 ヘ ル メ ッ ト と オ ー ト バ イ の 両 者 の 何 度 か 起
き る 盗 難 で あ る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 本 発 明 の 目 的 は 、 従 来 技 術 の 欠 点 を 、 オ ー ト バ イ の 乗 車 中 に 事 故 防 止 用 ヘ ル メ ッ ト の 使
用 を 義 務 付 け る 事 故 防 止 用 ヘ ル メ ッ ト に 対 す る 安 全 シ ス テ ム を 提 供 す る こ と に よ り 解 消 す
る こ と で あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 の 他 の 目 的 は 、 ユ ー ザ ー が 自 分 自 身 の 携 帯 電 話 に か か っ た 電 話 に 対 し て 、 安 全 に
聞 い て 答 え る こ と を 可 能 に す る た め に 、 携 帯 電 話 に 取 っ て 代 わ る 、 オ ー ト バ イ の 事 故 防 止
用 ヘ ル メ ッ ト に 対 す る 安 全 シ ス テ ム を 提 供 す る こ と で あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 の 他 の 目 的 は 、 事 故 防 止 用 ヘ ル メ ッ ト と オ ー ト バ イ の 両 者 の 盗 難 を 回 避 す る た め
に 、 盗 難 防 止 装 置 と し て も 機 能 す る オ ー ト バ イ の 事 故 防 止 用 ヘ ル メ ッ ト に 対 す る 安 全 シ ス
テ ム を 提 供 す る こ と で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
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【 ０ ０ ０ ７ 】
　 こ れ ら の 目 的 は 、 添 付 さ れ て い る 独 立 請 求 項 １ に 列 挙 さ れ て い る 特 徴 を 有 す る 本 発 明 に
従 っ て 達 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 の 有 利 な 実 施 形 態 は 、 従 属 請 求 項 に 開 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 に 係 る オ ー ト バ イ の 事 故 防 止 用 ヘ ル メ ッ ト に 対 す る 安 全 シ ス テ ム は 、 事 故 防 止 用
ヘ ル メ ッ ト に 設 置 さ れ た 安 全 装 置 と 、 オ ー ト バ イ に 設 置 さ れ た 制 御 装 置 を 含 む 。 安 全 装 置
お よ び 制 御 装 置 は 、 電 波 を 介 し て 通 信 を 行 う （ つ ま り 無 線 ） 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 制 御 装 置 は 、 オ ー ト バ イ の 電 源 と 点 火 シ ス テ ム の 間 に 置 か れ る 、 通 常 は 開 い て い る ス イ
ッ チ を 備 え て い る 。 そ の よ う な ス イ ッ チ は 、 事 故 防 止 用 ヘ ル メ ッ ト の 安 全 装 置 に 設 置 さ れ
て い る 無 線 通 信 装 置 と 通 信 を 行 う 無 線 通 信 装 置 に よ り 駆 動 さ れ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 安 全 装 置 は 、 ユ ー ザ ー に よ る 事 故 防 止 用 ヘ ル メ ッ ト の 使 用 を 検 出 す る よ う に 適 合 さ れ 、
従 っ て 、 オ ー ト バ イ の 通 信 シ ス テ ム と 通 信 す る 事 故 防 止 用 ヘ ル メ ッ ト の 通 信 シ ス テ ム を 使
用 可 能 に し て 、 制 御 装 置 ス イ ッ チ を 閉 じ 、 オ ー ト バ イ の 点 火 を 可 能 に す る 指 令 信 号 を 送 る
よ う に 適 合 さ れ て い る 検 出 手 段 を 備 え て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 こ の よ う に し て 、 検 出 手 段 が 、 事 故 防 止 用 ヘ ル メ ッ ト が ユ ー ザ ー に よ り 着 用 さ れ て い る
こ と を 検 出 し た と き の み オ ー ト バ イ を 点 火 で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 発 明 の 更 な る 特 徴 は 、 単 に 例 示 の 形 式 に 言 及 す る の み で 、 制 限 さ れ る 実 施 形 態 と い う
こ と で な い 、 添 付 さ れ た 図 に 示 さ れ る 下 記 の 詳 細 な 説 明 か ら よ り 明 確 に な る で あ ろ う 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 図 １ に お い て 、 全 体 を 参 照 番 号 １ に よ り 示 さ れ て い る 事 故 防 止 用 ヘ ル メ ッ ト が 示 さ れ て
い る 。 事 故 防 止 用 ヘ ル メ ッ ト １ の 下 側 エ ッ ジ か ら 、 ２ 本 の 長 さ 調 整 可 能 ス ト ラ ッ プ ３ と ４
が 出 て お り 、 そ れ ぞ れ の 端 は 、 留 め 金 ５ と 、 留 め 金 ５ が 留 ま る 留 め 金 ブ ロ ッ ク ６ と な っ て
い る 。 こ の よ う に し て 、 ユ ー ザ ー の 顎 の 下 を ス ト ラ ッ プ ３ と ４ が 通 り 、 事 故 防 止 用 ヘ ル メ
ッ ト を 定 位 置 に 維 持 す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 留 め 金 ブ ロ ッ ク ６ に は 、 図 ２ 、 図 ２ Ａ 、 図 ２ Ｂ 、 お よ び 図 ３ を 参 照 し て よ り 詳 細 に 記 述
さ れ る 安 全 装 置 １ ０ が 統 合 さ れ て い る 。 明 確 な こ と で は あ る が 、 安 全 装 置 １ ０ は 、 事 故 防
止 用 ヘ ル メ ッ ト の 他 の 場 所 に 統 合 す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 こ こ で 図 １ と 図 ２ を 参 照 し て 、 安 全 装 置 １ ０ は 、 機 密 コ ー ド が コ ー ド 化 さ れ て い る ス マ
ー ト カ ー ド １ ２ を 読 み 取 る よ う に 適 合 さ れ て い る ス マ ー ト カ ー ド リ ー ダ ー １ １ を 備 え て い
る 。 ス マ ー ト カ ー ド １ ２ は 、 オ ー ト バ イ １ ０ ０ を 事 故 防 止 用 ヘ ル メ ッ ト １ の 所 有 者 に 販 売
す る 、 オ ー ト バ イ の 製 造 会 社 に よ り 、 事 故 防 止 用 ヘ ル メ ッ ト の 所 有 者 に 提 供 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 オ ー ト バ イ １ ０ ０ に は 、 図 ２ と 図 ３ を 参 照 し て 更 に 詳 細 に 記 述 さ れ る 、 事 故 防 止 用 ヘ ル
メ ッ ト １ の 安 全 装 置 １ ０ と 通 信 す る よ う に 適 合 さ れ て い る 制 御 装 置 １ １ ０ が 設 置 さ れ て い
る 。 こ れ に よ り 、 制 御 装 置 １ １ ０ は 安 全 装 置 １ ０ の リ ー ダ ー １ １ に 挿 入 さ れ て い る ス マ ー
ト カ ー ド １ ２ の コ ー ド を 認 識 す る 。 例 え ば 、 図 １ に 示 す よ う に 、 制 御 装 置 １ １ ０ は 、 オ ー
ト バ イ １ ０ ０ の ハ ン ド ル バ ー の 中 心 上 部 に 設 置 で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 図 ２ に 戻 っ て 、 制 御 装 置 １ １ ０ は 、 通 常 は 開 い て い る ス イ ッ チ Ｔ ２ を 提 供 し 、 こ の ス イ
ッ チ は 、 オ ー ト バ イ の 電 源 １ ２ ０ と 、 オ ー ト バ イ 点 火 シ ス テ ム １ ２ １ の 間 の 通 信 を 中 断 し
て い る 。
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【 ０ ０ １ ９ 】
　 安 全 装 置 １ ０ の ス マ ー ト カ ー ド リ ー ダ ー １ １ は 、 通 常 は 開 い て い る ス イ ッ チ Ｔ １ を 介 し
て 、 受 動 ト ラ ン シ ー バ ー の よ う な 、 受 動 通 信 装 置 １ ９ に 接 続 さ れ て い る 。 事 故 防 止 用 ヘ ル
メ ッ ト の 安 全 装 置 の 受 動 通 信 装 置 １ ９ は 、 電 波 を 介 し て （ 無 線 で ） 、 オ ー ト バ イ の 制 御 装
置 １ １ ０ に 設 置 さ れ た 能 動 ト ラ ン シ ー バ ー の よ う な 、 能 動 通 信 シ ス テ ム １ １ ９ と 通 信 す る
た め に 結 合 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 安 全 装 置 の ス イ ッ チ Ｔ １ は 、 事 故 防 止 用 ヘ ル メ ッ ト １ 内 に 置 か れ た 接 触 セ ン サ １ ５ に よ
り 駆 動 さ れ る 。 ユ ー ザ ー の 頭 が 事 故 防 止 用 ヘ ル メ ッ ト １ 内 に あ る こ と を 検 出 す る と 、 接 触
セ ン サ １ ５ は 指 令 信 号 を ス イ ッ チ Ｔ １ に 送 り 、 そ れ に よ り ス イ ッ チ は 閉 じ 、 ス マ ー ト カ ー
ド リ ー ダ ー １ １ と 受 動 ト ラ ン シ ー バ ー １ ９ を 通 信 状 態 に す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 こ の よ う に 、 ス イ ッ チ Ｔ １ が 閉 じ ら れ る と 、 能 動 ト ラ ン シ ー バ ー １ １ ９ は 、 受 動 ト ラ ン
シ ー バ ー １ ９ を 介 し て 、 ス マ ー ト カ ー ド １ ２ の コ ー ド を 読 み 取 り 、 認 識 す る 。 コ ー ド が い
っ た ん 認 識 さ れ る と 、 能 動 ト ラ ン シ ー バ ー １ １ ９ は 、 ス イ ッ チ Ｔ ２ へ 指 令 信 号 を 送 り 、 そ
れ に よ り ス イ ッ チ は 閉 じ 、 オ ー ト バ イ の 点 火 が 可 能 に な る 。 結 果 と し て 、 本 発 明 に 係 る シ
ス テ ム で は 、 オ ー ト バ イ の 点 火 は 、 ユ ー ザ ー が 事 故 防 止 用 ヘ ル メ ッ ト を 着 用 し な け れ ば 不
可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 よ り 高 い 安 全 性 の た め に 、 例 え ば 事 故 の 場 合 の よ う に 、 事 故 防 止 用 ヘ ル メ ッ ト を 着 用 し
て い る ユ ー ザ ー が オ ー ト バ イ か ら 遠 く に 離 れ て い る の に 、 オ ー ト バ イ １ ０ ０ が 点 火 さ れ た
ま ま で あ る こ と を 回 避 す る た め に 、 ２ つ の 無 線 通 信 装 置 １ ９ と １ １ ９ は 、 例 え ば 、 ２ メ ー
ト ル よ り 近 い 距 離 の よ う に 、 短 い 範 囲 に あ る と き に の み 通 信 す る よ う に 取 り 決 め ら れ て い
る 。 従 っ て 、 事 故 防 止 用 ヘ ル メ ッ ト を 着 用 し て い る ユ ー ザ ー が 、 オ ー ト バ イ １ ０ ０ か ら ２
メ ー ト ル を 超 え て 離 れ て い る と き に 、 能 動 通 信 装 置 １ １ ９ は ス マ ー ト カ ー ド １ ２ の コ ー ド
を 読 み 込 め ず 、 そ の た め ス イ ッ チ Ｔ ２ が 開 き 、 オ ー ト バ イ の ス イ ッ チ は オ フ に な る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 こ の よ う に し て 、 事 故 防 止 用 ヘ ル メ ッ ト １ は ま た 、 オ ー ト バ イ １ ０ ０ の 盗 難 防 止 装 置 と
し て 機 能 す る 。 実 際 に は 、 オ ー ト バ イ １ ０ ０ は 、 関 連 す る ス マ ー ト カ ー ド １ ２ を 有 す る 事
故 防 止 用 ヘ ル メ ッ ト １ を ユ ー ザ ー が 着 用 し な い 限 り 、 点 火 す る こ と は で き な い 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 ユ ー ザ ー が 、 事 故 防 止 用 ヘ ル メ ッ ト の 安 全 装 置 の ス マ ー ト カ ー ド １ ２ を 紛 失 す る か 、 事
故 防 止 用 ヘ ル メ ッ ト が 盗 ま れ る と 、 制 御 装 置 １ １ ０ に は 、 事 故 防 止 用 ヘ ル メ ッ ト の 安 全 装
置 の ス マ ー ト カ ー ド １ ２ と 一 致 す る 予 備 ス マ ー ト カ ー ド １ １ ２ が 提 供 さ れ る 。 こ の よ う に
、 ス マ ー ト カ ー ド リ ー ダ ー １ １ は 、 予 備 ス マ ー ト カ ー ド １ １ ２ を 読 み 込 む と き は 、 ト ラ ン
シ ー バ ー １ １ ９ を バ イ パ ス し 、 ス イ ッ チ Ｔ ２ を 閉 じ 、 オ ー ト バ イ の 点 火 を 可 能 に す る 。 例
え ば 、 能 動 ト ラ ン シ ー バ ー １ １ ９ の 出 力 信 号 と 、 ス マ ー ト カ ー ド リ ー ダ ー １ １ １ の 出 力 信
号 は 、 そ の 出 力 が ス イ ッ チ Ｔ ２ に 指 令 を 出 す ロ ジ ッ ク Ｏ Ｒ に 送 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 安 全 シ ス テ ム １ ０ の 第 １ 変 形 例 に お い て 、 図 ２ Ａ に 示 す よ う に 、 接 触 セ ン サ １ ５ の 代 わ
り に 、 ま た は そ れ に 加 え て 、 留 め 金 ５ の 留 め 金 ブ ロ ッ ク ６ 内 に 置 か れ る 、 通 常 は 開 い て い
る 機 械 的 ス ナ ッ プ ス イ ッ チ Ｔ １ ’ が 提 供 さ れ て も よ い 。 ス イ ッ チ Ｔ ’ は 、 留 め 金 ５ が 留 め
金 ブ ロ ッ ク ６ に 留 め ら れ た と き に 閉 じ 、 ス マ ー ト カ ー ド リ ー ダ ー １ １ と 受 動 ト ラ ン シ ー バ
ー １ ９ を 接 触 さ せ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 ユ ー ザ ー が 事 故 防 止 用 ヘ ル メ ッ ト を 着 用 し て い な い と き に 、 留 め 金 ５ が 留 め 金 ブ ロ ッ ク
６ に 挿 入 さ れ る こ と を 回 避 す る た め に 、 安 全 装 置 １ ０ の 第 ２ 変 形 例 は 、 図 ２ Ｂ に 示 す よ う
に 実 施 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 こ の 場 合 、 地 面 か ら の 事 故 防 止 用 ヘ ル メ ッ ト の 距 離 を 検 出 す る よ う に 適 合 さ れ て い る 第
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１ メ ト リ ッ ク 型 セ ン サ １ ３ と 、 オ ー ト バ イ １ ０ ０ か ら の 事 故 防 止 用 ヘ ル メ ッ ト の 距 離 を 検
出 す る た め に 、 オ ー ト バ イ １ ０ ０ の 制 御 装 置 １ １ ０ と 通 信 す る よ う に 適 合 さ れ て い る 第 ２
電 波 型 セ ン サ １ ４ が 事 故 防 止 用 ヘ ル メ ッ ト １ 内 に 設 置 さ れ る （ 図 １ ） 。 メ ト リ ッ ク セ ン サ
１ ３ は 、 地 面 か ら １ ． ５ メ ー ト ル を 超 え る 距 離 に あ る と き に 、 指 令 信 号 を 送 る よ う に 設 定
さ れ 、 無 線 セ ン サ １ ４ は 、 オ ー ト バ イ か ら ２ メ ー ト ル よ り 近 い 距 離 に あ る と き に 、 指 令 信
号 を 送 る よ う に 設 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 図 ２ Ｂ を 参 照 し て 、 安 全 装 置 １ ０ は 、 通 常 は 開 い て い る 機 械 的 ス イ ッ チ Ｔ ３ を 介 し て 、
２ 個 の セ ン サ １ ３ と １ ４ に 供 給 す る 電 源 ラ イ ン に 接 続 さ れ て い る 電 源 １ ６ を 備 え て い る 。
２ 個 の セ ン サ の 出 力 は 、 そ の 出 力 が ス イ ッ チ Ｔ １ を 制 御 す る ロ ジ ッ ク Ａ Ｎ Ｄ に 接 続 さ れ 、
そ れ に よ り 、 ス マ ー ト カ ー ド リ ー ダ ー １ １ と 受 動 通 信 装 置 １ ９ は 通 信 状 態 に な る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 そ の 結 果 、 事 故 防 止 用 ヘ ル メ ッ ト が 締 め ら れ て い て 、 地 面 か ら １ ． ５ メ ー ト ル を 超 え る
距 離 に あ り 、 オ ー ト バ イ １ ０ ０ か ら ２ メ ー ト ル よ り 短 い 距 離 に あ る と き に の み 、 能 動 通 信
装 置 １ １ ９ は 、 受 動 通 信 装 置 １ ９ を 介 し て 、 ス マ ー ト カ ー ド １ ２ の コ ー ド を 読 み 取 る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 対 地 面 距 離 セ ン サ １ ３ の 機 能 は 、 締 め ら れ た 事 故 防 止 用 ヘ ル メ ッ ト が ハ ン ド ル バ ー の 上
に 置 か れ て い て 、 着 用 さ れ て い な い 場 合 は 、 オ ー ト バ イ １ ０ ０ の 使 用 を 回 避 す る こ と で あ
る 。 他 方 、 対 オ ー ト バ イ 距 離 セ ン サ １ ４ の 機 能 は 、 事 故 防 止 用 ヘ ル メ ッ ト を 着 用 し て い る
ユ ー ザ ー が 、 例 え ば 、 事 故 の 場 合 の よ う に 、 オ ー ト バ イ か ら 遠 く に 離 れ て い る と き に 、 オ
ー ト バ イ の ス イ ッ チ を 切 る こ と を 保 証 す る こ と で あ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 図 １ に 示 す よ う に 、 オ プ シ ョ ン と し て 、 ユ ー ザ ー の 口 に 合 わ せ て 、 顎 当 て 内 に 置 か れ る
マ イ ク ロ フ ォ ン ３ ０ と 、 ユ ー ザ ー の 耳 に 合 わ せ て 、 事 故 防 止 用 ヘ ル メ ッ ト の 側 壁 部 内 に 置
か れ る １ 組 の ス ピ ー カ ー ３ １ （ 図 １ で は １ つ し か 見 え な い ） が 事 故 防 止 用 ヘ ル メ ッ ト １ 内
に 設 置 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 図 ３ に 示 す よ う に 、 マ ク ロ フ ォ ン ３ ０ は 、 無 線 送 信 機 ３ ２ に 接 続 さ れ 、 ス ピ ー カ ー ３ １
は 、 無 線 受 信 機 ３ ３ に 接 続 さ れ る 。 無 線 送 信 機 ３ ２ と 受 信 機 ３ ３ は 、 事 故 防 止 用 ヘ ル メ ッ
ト １ の 安 全 装 置 １ ０ 内 に 統 合 さ れ 、 オ ー ト バ イ １ ０ ０ の 制 御 装 置 １ １ ０ 内 に そ れ ぞ れ 設 置
さ れ た 、 無 線 受 信 機 １ ３ ２ と 無 線 送 信 機 １ ３ ３ と 通 信 を 行 う よ う に 結 合 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 無 線 受 信 機 １ ３ ２ と 無 線 送 信 機 １ ３ ３ は 、 こ れ も ま た オ ー ト バ イ １ ０ ０ の 制 御 装 置 １ １
０ 内 に そ れ ぞ れ 設 置 さ れ た Ｇ Ｓ Ｍ 送 信 機 １ ３ ４ と Ｇ Ｓ Ｍ 受 信 機 １ ３ ５ に 接 続 さ れ る 。 こ の
場 合 、 電 話 Ｓ Ｉ Ｍ カ ー ド １ ３ ７ を 読 み 込 む よ う に 適 合 さ れ た Ｓ Ｉ Ｍ カ ー ド リ ー ダ ー １ ３ ６
は 、 制 御 装 置 １ １ ０ 内 に 統 合 さ れ る 。 Ｓ Ｉ Ｍ カ ー ド リ ー ダ ー １ ３ ６ は 、 Ｇ Ｓ Ｍ 送 信 機 １ ３
４ と Ｇ Ｓ Ｍ 受 信 機 １ ３ ５ に 接 続 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 こ の よ う に し て 、 ユ ー ザ ー は 、 自 分 自 身 の 携 帯 電 話 の 電 話 Ｓ Ｉ Ｍ カ ー ド １ ３ ７ を 、 対 応
す る リ ー ダ ー １ ３ ６ に 取 り 付 け る こ と が で き る 。 従 っ て 、 自 分 自 身 の Ｓ Ｉ Ｍ カ ー ド 番 号 に
電 話 を 受 け た と き は 、 Ｇ Ｓ Ｍ 送 信 機 １ ３ ４ と Ｇ Ｓ Ｍ 受 信 機 １ ３ ５ が 使 用 可 能 状 態 に な り 、
無 線 送 信 機 と 無 線 受 信 機 １ ３ ２ 、 ３ ２ と １ ３ ３ 、 ３ ３ を 介 し て 、 事 故 防 止 用 ヘ ル メ ッ ト １
に 設 け ら れ た マ イ ク ロ フ ォ ン ３ ０ と ス ピ ー カ ー ３ １ と 通 信 を 行 う 。 こ の よ う に し て 、 ユ ー
ザ ー は 、 手 を ハ ン ド ル バ ー に 置 い た ま ま 、 走 行 中 に 電 話 を 受 け 、 そ れ に 応 え る こ と が で き
る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 安 全 シ ス テ ム １ ０ は 、 セ ン サ １ ３ と １ ４ に 供 給 す る こ と と は 別 に 、 接 触 セ ン サ １ ５ 、 Ｓ
Ｉ Ｍ カ ー ド リ ー ダ ー １ １ 、 お よ び 通 信 装 置 １ ９ に も 供 給 で き る 電 源 １ ６ （ 図 ２ Ｂ ） を 提 供
す る こ と も で き る と い う こ と に 留 意 さ れ た い 。 電 源 １ ６ は 、 事 故 防 止 用 ヘ ル メ ッ ト １ 上 に
置 か れ た 光 電 セ ル に 接 続 さ れ る 、 使 い 捨 て 電 池 、 再 充 電 可 能 電 池 、 ま た は 好 ま し く は 、 蓄

10

20

30

40

50

(6) JP 2007-538169 A 2007.12.27



電 池 で あ っ て よ い 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 再 充 電 可 能 電 池 の 場 合 、 そ の 再 充 電 は 、 オ ー ト バ イ の 電 源 を 利 用 し て 、 オ ー ト バ イ １ ０
０ が 使 用 さ れ て い な い と き に 安 全 装 置 １ ０ を 制 御 装 置 １ １ ０ に 接 続 し て 行 う こ と が で き る
。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 更 な る 安 全 シ ス テ ム と し て 、 制 御 装 置 １ １ ０ 内 に 、 例 え ば 事 故 な ど の 理 由 で 、 所 与 の 時
間 の 間 、 オ ー ト バ イ が 地 面 に 横 た わ っ て い る か ど う か を 検 出 す る た め に 、 タ イ マ ー に 接 続
さ れ る 傾 斜 セ ン サ を 設 け る こ と が で き る 。 そ し て タ イ マ ー は ス イ ッ チ Ｔ ２ に 接 続 さ れ 、 そ
こ に 、 所 定 の 時 間 期 間 後 に 、 ス イ ッ チ Ｔ ２ を 開 き 、 引 き 続 い て オ ー ト バ イ １ ０ ０ の ス イ ッ
チ を 切 る こ と を 可 能 に す る 信 号 を 送 る 。 タ イ マ ー は ま た 、 ア ラ ー ム 信 号 を 生 成 す る た め に
Ｇ Ｓ Ｍ 送 信 機 １ ３ ４ に 接 続 す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 盗 難 の 場 合 、 シ ス テ ム が 、 Ｇ Ｓ Ｍ 送 信 機 ２ ３ ４ を 介 し て 、 オ ー ト バ イ の 所 有 者 に 登 録 さ
れ た メ ッ セ ー ジ の 電 話 を か け る こ と や 、 ま た は 、 例 え ば 傾 斜 セ ン サ を 介 し て 検 知 さ れ た 事
故 の 場 合 、 ユ ー ザ ー に 意 識 が あ れ ば 、 助 け を 呼 び 、 自 身 の 位 置 を 知 ら せ る た め に 使 用 で き
る 電 話 を か け る こ と も 考 え ら れ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 事 故 防 止 用 ヘ ル メ ッ ト を 装 備 し て 、 Ｍ Ｐ ３ リ ー ダ ー ま た は 他 の 音 楽 リ ー
ダ ー か ら の 信 号 を 無 線 に よ り 受 信 で き る よ う に す る こ と も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 こ の 技 術 に 精 通 し た 者 に よ り 、 多 く の 修 正 お よ び 変 更 を 本 発 明 の 実 施 形 態 に 対 し て 行 う
こ と が で き 、 そ れ ら 変 更 も ま た 、 添 付 さ れ る 請 求 項 に よ り 規 定 さ れ る 本 発 明 の 範 囲 に 含 ま
れ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ４ １ 】
【 図 １ 】 図 １ は 、 本 発 明 に 係 る 安 全 シ ス テ ム が 設 置 さ れ た 、 事 故 防 止 用 ヘ ル メ ッ ト と オ ー
ト バ イ を 示 す 部 分 透 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 ２ は 、 本 発 明 に 係 る 安 全 シ ス テ ム を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ２ Ａ 】 図 ２ Ａ は 、 本 発 明 に 係 る 事 故 防 止 用 ヘ ル メ ッ ト の 安 全 シ ス テ ム の 第 １ 実 施 形 態
で あ る 。
【 図 ２ Ｂ 】 図 ２ Ｂ は 、 本 発 明 に 係 る 事 故 防 止 用 ヘ ル メ ッ ト の 安 全 シ ス テ ム の 第 ２ 実 施 形 態
で あ る 。
【 図 ３ 】 図 ３ は 、 携 帯 電 話 の 機 能 に お け る 、 本 発 明 に 係 る 安 全 シ ス テ ム の 操 作 を 示 す ブ ロ
ッ ク 図 で あ る 。
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ２ Ａ 】 【 図 ２ Ｂ 】
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【 図 ３ 】
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【 国 際 調 査 報 告 】
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